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「中世平泉の生活文化に関する考古学的研究」論文要旨 
 第一には、出土遺物の諸相、とりわけ稀有な陶磁器、特にも白磁四耳壷と刻画文壷が多
いことを示す。そして次には、輸入陶磁器の様相から、藤原氏が築いた平泉という空間の
年代観は、1100年から 1189年まででることを明確にしている。 
検出遺構としては、四面庇建物と井戸の検討を行う。四面庇建物は、律令国家によって
生み出された割に、それが崩壊した後にしか全国展開をしないことから、律令という縛り
がなくなったことにより、力をつけた武士たちが模倣を始めたことは明らかである。また
12 世紀の平泉の井戸には、木組井戸と素掘り井戸があった。木組井戸の使用期間は、素掘
り井戸よりは長いことが予想されるが、井戸を設ける際の時間と費用も素掘り井戸よりは
比較にならないほど要するはずである。現実に木組井戸は、全体数の 1 割程度しか検出数
がない。木組井戸は、特定の人物が使用する井戸、特定の空間に設けられる井戸、または
ある程度の範囲の人々が使用する共同の井戸ということになろう。 
以降では、各遺跡の分析を行う。柳之御所遺跡の堀は、安倍氏、清原氏の居館が有して
いた堀を継承したものである。12 世紀後半になると内部地区は、平泉内で最大の宴会儀礼
の場となる。まさしく文献史学が指摘している平泉館の姿であり、金色堂からの方角、広
さ、高屋の存在、何一つ否定するものはない。以上から、考古学によって確認された柳之
御所遺跡内部地区は、『吾妻鏡』にみえる平泉館である。 
金鶏山山頂には、最低でも 9 基の経塚が営まれていた。現存する銅製経筒は、京都国立
博物館蔵品も含めて 2点である。写真に写っている 1点の経筒の行方も判らないが、昭和 5
年以前に掘り出された可能性の高い経筒が、他に 3 点あったものと推定される。金鶏山へ
の最初の経塚造営は、花館廃寺との関係から初代清衡が晩年に行ったと推定された。金鶏
山は、柳之御所遺跡内部地区の清衡館から西に花館廃寺を望んだ時に借景になる。その金
鶏山に経塚を営むのは、当然である。 
平泉における寺院とは、その宗教的な力もさることながら、多分に政治的な意味合いを
有していた。初代清衡は、前九年・後三年合戦によって失われた秩序を、仏教によって回
復しようとしたのであるから、当たり前のことである。清衡が造営した中尊寺は、蝦夷に
威を放ち、都人には恭順の意を示した。それが基衡の頃になると、院政の極みともいえる
鳥羽白河に会った法勝寺を再現し、京都に対する気遣いが失われたようにも感じる。そし
て秀衡の代には、秀衡の個人の往生を願う無量光院を建立する。平泉の寺院には、藤原氏
の成長の様子が如実に現れているのである。 
上記をまとめた形として、平泉という空間の前葉は、中尊寺、柳之御所遺跡から発展し
たものと考えられる。しかしその範囲は狭く線的ともいえ、居館と宗教施設をつないだよ
うなものだった。中葉になるとそれまでとはうって変わって、毛越寺付近の開発と東西路
を中心とした道路網を整備するなど、前葉との大きな違いを見せる。後葉になって無量光
院周辺が開発され、初めて都市的様相を呈する。人口も増えたと推定され巨大な消費空間
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が生まれた。これを維持するためには、物資を集め、さらに製品にしなければならない。
そのため周縁には、それらの需要に対応すべく手工業者や農業者など、多くの人間が集ま
ったと考えている。 
さらに平泉という空間の東北における位置づけをみてみたい。平泉セットは、北では秋
田県北、青森県津軽地方に濃密に分布する。津軽地方では十三湊よりも陸奥湾側に多い。
これは平泉から外が浜までの奥大道に関連していることはいうまでもないが、四代泰衡が
この付近で討ち取られていることからみても、北へと向いた平泉藤原氏の意識の表れであ
ったことを明確に示している。 
平泉内では、柳之御所遺跡内部地区と中尊寺がいち早く胎動を開始した。その後、道を
媒介にして空間が広がり始めたのである。 
 しかし、面的に次々に平泉に加えられていったとは考えられない。その理由は、12 世紀
後半になっても、市街地中心部に窯跡などが設けられているからである。つまり平泉の場
合、隙間なく都市化が進んでいたわけではない。鎌倉も同様だと考えているが、中世前期
の都市は、消費が拡大することによって人が集まり、都市域が膨張するような形で都市化
していっていると考えている。すなわち縄張り的な小規模な計画はあったであろうが、都
市計画などは存在しないのである。 
 現在まで京都そのものと考えられてきたすべてのものは、みな微妙に在地化されている。
すなわち彼ら、つわものにとって京都とは、凌駕しがたい権威であるものの、自らを脚色
するときには、必要不可欠な模倣対象だったのである。つまりつわものたちは、都合よく
取捨選択した模倣を行い、独自の文化を作り上げていったのである。 
 平泉は、考古学によって中世前期の生活文化を知ることができる唯一ともいえる遺跡で
ある。 
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論  文  名 中世平泉の生活文化に関する考古学的研究 
 
本論文は、考古学の立場から、中世平泉について総合的に考察したものである。検討対象は、陶磁
器を中心とする出土遺物、四面庇建物や井戸等の遺構、代表的な遺跡としての柳之御所遺跡、金鶏山
経塚、寺院跡など多岐にわたる。これまでに蓄積された資料を網羅的に集成し、新たに評価し直すこ
とによって、中世都市平泉の形成と発展、そして終焉を解明しようとするものである。論文全体は序
章、終章を含む９章から構成される。 
 序章では、研究の現状と問題点を整理する。第Ⅰ章では、これまでの出土遺物から輸入陶磁器、国
産陶器（常滑、渥美、花立窯跡）、かわらけを中心に集成して年代と分布の粗密を論じ、1100 年から
1189年までの様相を確認する。第Ⅱ章では、検出遺構について、特に四面庇建物の性格と、井戸跡の
実態を集成して論じる。第Ⅲ章では、柳之御所遺跡の調査成果をまとめ、平泉館としての内部地区の
様相、また加羅御所の位置を論じる。第Ⅳ章では、金鶏山経塚について 1930 年調査古写真等から遺
跡内容を整理し意義を論じる。第Ⅴ章では、寺院について、中尊寺、毛越寺、無量光院跡の考古学的
調査成果をまとめる。町教委の毛越寺整備報告書を執筆した業績に基づき、２時期を設定してその変
遷を論じる。第Ⅵ章では、「平泉という空間」として全体を捉え、各時期の領域変遷を考古学的に整
理し文献記録と対照させる。第Ⅶ章では、特徴的な遺物として、手づくねかわらけ、白磁四耳壷、常
滑と渥美の甕等の「平泉セット」の意味を考え、平泉藤原氏の東北北部掌握領域について考察する。
そして終章において全体をまとめ、生活文化を重視した通時的変遷を論じる。柳之御所遺跡内部地区
と中尊寺から開始された都市平泉が、物資流通拠点の道、寺院整備などを通じて、面的に発展して全
盛期を迎え、滅亡期に至る状況を、考古学的資料をまとめることで結論とし、文献史料との総合をめ
ざす。 
本論文の結論は詳細かつ実証的な資料分析に立脚して説得力に富み、斯学の発展に資するものであ
る。よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与される資格を有するものと認められる。 
 
 
 
 
 
 
